
 
 
 
 
 
 

 今月から「ピアノベイシックスシリーズ」全４巻までの勉強会が始まりました。今までも何度となく取り上げられてきましたが、そ

の都度、発表される担当の先生が違うため同じテーマを「違う視点から」考えることができる貴重な機会です。また、忘れか

けていた事を思い出す・・・そんな再確認の場でもあります。今回は研究会の唯一の男性の先生、伊藤寛之先生が担当して

くださいました。  

 

 

★ まずは教本に書いてあることを忠実に行う。 

「新しい事項の説明等は本人に読ませることで能動性を促す」また、他にも調号を書いたり、リズムをたたいたり・・・これら

を忠実に行うことで、新しい説明や曲を弾く前の準備として生徒本人に印象付けているようです。 

 

★ 生徒に質問し気付かせる、自ら探させて確認してもらう。 

指導者の一方的な指導にならないよう「今の演奏どうだった？」といつも尋ねるようにしているという伊藤先生。先生に注

意されるだけでなく「自ら聴いて、考え、気が付く」ことを目指しているそうです。いつまでも「先生がいないと上手に弾けな

い・・・」そんな生徒を作らないために。他にも楽譜を見て、どんなことが書いてあるか？（テンポ・強弱・形式・調号・拍子

等）生徒が自分で見つけられるように、常に問いかけを大切にされているそうです。 

 

★ 表現すること＝他者に伝える 

「音を通じて伝えることが音楽」という思いから、 

「やっているつもり」だけでは伝わらないと言う事。 

他者に伝わるような音で演奏する事が表現へつながると、導入期から生徒たちに伝えているそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この他も、男性の先生らしくユニークな「ネタ」が満載のお話を聞くことができました。特に教本の挿絵から表現のヒントや曲

のストーリーをわかりやすく説明し、ただ単に「強く！弱く！」ではなく、子供の目線からの表現を心掛けている印象を受けまし

た。ベーシックスシリーズでだんだん増えてくる表現するための記号。正しい説明に楽しいイメージを添えて伝えられるとレッス

ンがもっと楽しくなりそうです。 

 

（文：横浜バスティン研究会 斎藤美帆） 
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「ピアノベイシックス（ピアノのおけいこ） レベル１」 

＜音楽かるた＞ 

レベル１に出てくる記号が多く、 

新しい記号が増えるたびにカードを増や

し時々遊ぶのだそうです。 

＜記号を視覚からでも確認！＞ 

ムジカノーヴァ付録の強弱カードと、１００

円ショップで購入したクッキー型（６サイズ

セット）を使って、ff～pp ６種類の強弱

を視覚からも確認して遊ぶそうです。とても

楽しそうですね！ 


